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what perpendieular to the frond (Fig.4¥ The eells so formed are speロnatan-
gial mother eel1s. 
The spermatangium first appears as a protuberanee whieh arises from the 
distal part of 也espermatangial mother eell. As the s昭perma組，n沼頃g凶ia叫1P戸roω，tu由be-圃

rance develops， the nueleus enters into mitosis. After ∞mpletion of mi句sis
one doughter-nucleus enters into the spermatangial protuberance， while the 
other remains in the spermatangial mother cell. Sequentially the spermatan-
gium is eut 0'住 bythe wall which is formed: O'bliquelly or parallel 副首lebase 
of' the' spermatangial protuberance (Fig. 1，2，8). 
The male :reproduetive organof N. yendoana has two types， e1liptic-(Fig. 
1) and grobular-type (町g.2). The male reprodutive organ of N. tenuipes (Fig. 
8) is formed in th:e sa，me type as in the grobular句peO'f N. ye'吋 oanα.

交献

NEWTON， L.: A Handbook O'f the British Seaweeds. 1981. 
TOKIDA， J.: On' the 50・ealledDilsea edulis of Japan. BO't. Mag. TO'kyO'， VO'l. 57， 
1948. 

中国に b けるアサクサノリに

関する研究の紹介

吉田忠生
{九州大学農学部水産植物学教宅)

最近，次に掲げる曽呈杢，張徳瑞両氏の「紫莱的研究」と題する論文を

読む機会を得た。この論文は第3報まで出され，多数の附図を含んでいる。

内容は充分に検討する必要があると思われるが，この中には現在日本でも問

題とされているいくつかの点を含んでおり，これに関心を持っている人達も

相当多いと思われるので紹介したいと忠弘まず各報毎に抄録を行い，その

あとこれら論文の特色を摘記したい。なお，抄録は筆者が中国語に通じてい

ないため主として英文の Summaryを基礎とし，又，必要に応じて本文や附

図を'ï~l読した.

曾基準・張徳端: 紫楽的研究

1.甘紫菜的生活史

(植物学報， 8 (8): 287-802， Pl.I-V (1954)) 

1. アサクサノ 9PO叩hyratenera KrELLM.の果胞子は糸状の Conchocelis・
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stageのみを作ることが出来るという証明が得られた。果胞子培養中に"正常"なア

サクサノりの薬体が発達するのは，その培餐に混じた単胞子のまF在に帰せられる。
2. 水温が15-17'C叉はそれ以上になると，Conchoceli8は膨大した細胞を生じ，

成熟するとその細胞は無性胞子となる。この胞子に対して“Conchospore"(訳註ー中

国語では殻砲子)という名前を提出する。Conchosporeは単胞子と同じ方法で発芽す

る。そして POr'j日hY7.aの普通な禁状の段階を生ずるものと思われる。

3. まだ実験的な証拠はないが， !JIf~ト観察に基づいて， conchosporeは水温が

20-:盟、C以上になると葉状 Porphyraの媛小形を生じ.*'温が2ÔC以下になると正

常の業体になるものと信じている。

4 媛小形の業体はI直径数mmから 1-2cmである。これらは疋常の葉体の単胞

子に似ているがずっと小さい単胞子によって増補する。媛小形の葉{本を遜過すること

はPorphyrαの生活史において脇道であると考えられる。東の水温が比較的低い 17

-20̂C以下の機な処では PO叩hyrαの媛小形の段階は金〈除かれる可能性がある。

第ー報欄箇 L 甘紫楽生活史表解
日前生活奥各階段与青島i毎商水温之関係)
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5.. Porphyr，αの生活史の主要な要素は，有性生繍によワて果胞子，それから

conchosporeを作る糸状の段階 (Conchocelis)を生ずる禁状の段階(普通のアサクザ
ノリの業体)である。

以上の第一報について気づいた処を次に摘記する。

i. 用語について

著者はこの論文の中で Conchocelis'に生ずる無性胞子に新しく concho-

spore ;1ごいう言葉を用いているが，これは中国語の「殻抱子」の訳語である。

日本ではこれまで Conchocelisに生ずる胞子は単胞子 (ROS.ENVINGE，1931)， 

Por.Phyraの葉体に生ずる無性胞子は単胞子又は中性胞子(黒木， 1952)と呼

ばれて一定していなかった。この論文では Conchocelisに生ずる無性胞子を

conchospore， ProPhyraの葉体に生ずるものを単胞子としている。

Conchospore (殻抱子)という新しい言葉を日本でも採用すべきかどうか

分らないが用いやすい言葉ではあると忠弘

ii. 生活史について

a) アサクサノリの果胞子がすべて糸蹴の Conchocelis-phaseになるか

どうかについて疑問を持っている研究者が多いが(須藤， 1955)， 黒木 (1953)

は果胞子培養中に“正常発生"したものは混夜した“中性胞子"によるとし

ており ，Bangiaでもこれを認めている (1954)。この著者等も全く同様で果

胞子は必ず糸肢体になると割切っている.

b) この著者等は所謂夏ノリに「初夏型J，r夏相J，r秋型Jの3種類を
区別しており，これら夏ノリは普通の Porρhyraの体とは， (1)大きさが数
mmから 1-2cmであること， (2)細胞が小形であること， (3)性細胞を作らな

いことで本質的な差があるとしている。

c) 野外観察その他に基づいてアサクサノリの生活史を図示している。

これには育島附近の水混との関係も加えられている。しかし実際に温度のわ

ずかな差によって conchosporeが色々な型の体になるという点に問題があ

る様に思われ，夏ノリと普通の葉体との聞に本質的な差が認められるかどう

か疑問であり，もしこの差が外見的なものとすればこの schemaは，もっと

簡単になるのではなかろうか。

とにかくこの schemaで特色ある点は夏ノリを side-issueとしてではあ

るが認めていること，果胞子が必ず糸JI}(体となり，夏ノリもすべて Concho・

celis-phaseを通って作られるとしたことにあると思うが，夏ノリについては

最近黒木(1955)もアサクサノリのマノレパ型に夏ノリがあることを報告してい
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~。夏ノリが必ず Conchocelis を通って生ずる様に図では芳えられるが，本

文には記述がなく疑問であり，これらの点は検討を要する。

11. 甘紫菜的赫献体階段及び其殻抱子

(植物学報， 4 (1): 27-46， PI. I-IV. (1955)) 

1. 東洋において重要な海産物であるアサクサノ Pの大規模な養殖の際，胞子の起

源に関する問題は最近まで知られていなかった。これは養殖業者百たでな〈科学者にと

っても興味ある問題である。持に日本の滋類学者にとっては，これまで震要な問題で

あづた。我々はE見守主では青島や，それと同様な条件の地方で秋に突然，大量に現われ

て，溺や他の基物にワいて，よ〈知られているアサタサノりの葉体に発達する胞子は

Porphyrαtenerαの Cωwhocelis'phaseからの conchosporeであるということを

証明するのに充分な証拠を持っている。これは次の様な事実に基づく結論である。

1. 我々はカキの一極 OstreαcucullataBORN.の殻の中に Conchocelisが豊

富に成長しているのを発見している。 この貝は Porphyrαの豊富な成長が見られる

地域のi朝千帯岩上に最も普通な殻を生ずる告書脊椎動物である。

2. 実験室においてハマグリ Meretrお meretrおL.の殺に培養した果胞子ょ p

発した POγ'phyrαtenerαのC01ωhocelis・ph邸 eを成熟させ胞子を作らせるのに成功

した。培養液H の中に 1，200，000~ 1，500，000ほどの conchosporeが見られる。これ

らの conchosporeを竹やシュロの繊維上に集め，実験室内と海水中でt苦養した。胞

子は4週間後に 1-2mmの Porphyrαの業体になづた。

II. Conchocelis rosea BATT. (今では Porphyrαの C仰 chocuかphase)の形態
学に関しては，務類学者は特に次の様な8ヮの系統学

的に重要な特徴に関して非常に異なった意見を持って

いる:

1. 色素体の構造:我々は色素体の構造が発育，

成長の段階によって異なることを示した。 PO叩hyrα

の果胞子のときには色素体は不明瞭で幾分拡散してい

る様に見える Conchocelisの糸状部では色素休は板

状叉はりポン状 conchosporeを生ずる細胞列では

成熟すると， 明らかな pyrenoidを持った星状色素

体 conchosporeの時には色素休は再び不明瞭にな-

!J ，色素は今拡散の状態になる。

第=報園版1I18園 2. ROSENVINGEが示唆した織に pit.connect司
成熟中的膨犬細胞分校，有 ionは明瞭で隣接絢胞との細胞質主主ー締ははっき pと存
的細胞fJ.:作最後一次分裂

在する。

3. Conchosporeの位置は Erythrotrichω-typeではなし胞子援の原形質は

すべて胞子形成に関連している。我々は多〈の成熟した胞子援において， 1つの細胞

内符のすべてが2つの胞子に分割されるのを見ている。
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(訳註， この点に関して本文を引用する。『…
…捻何還音到ー鏑施人未雪報告遜事実:子蜜
成熟時常有分裂為両個抱子的現象，分裂方向

多数為機製，但也有縦裂和紙製的情況。』 叉

附図を参照されたい。)

IlI. このー違D]命虫こv第一)Il-c:!是キは Por-
phyra tonora KrELt.M.の生活史を要約した。
我4はこの論文で温度却、C以上のときには

ωnch回.poreが放出きれないことを示したの
で，夏型の小さい葉体 (summerdwat'f)は初
夏処Dものv単l包子からのJ;I.由来するものであ
ると訂正しなければならない。

i. 用語について

著者は本報において Conchocelis-phaseと

用いているが，第一報ではConchocelis-stage 

を用いている様にこの2つの表現を混用し

同義に用いている。瀬)11 (未発表)の意見に

よって， Conchocelisはそれに特有の生殖細

胞を有しており，アサクナノリ生活環中の

1つの明らかに区別された時代， .generation 

一~ -

第三報図版1119園

受精果胞第一次分裂的前期，

m対中的染色質聯会或交叉
的筒形顕然

であるから段階 stageというより，時代 generation又は，相 phaseを用

いた方がよいのではないかと忠弘後者の用い方は DREWの表現と一致す

る。尚，この点、について SM[TH(1955)の Porρhyraの保下での stageの用

い方にも問題があると思う。

ii. Conchocelisの形態について

ROSENVINGE (1931)は Conchocelisを picricacetic acidで処理すると

fertile cell-rowにおいて pit-connectionがあることを見ているが， この著

者等もこれを認めている.これは著者も奮いている様に Bangialesに属する

POゆhyraの一時期に真正紅藻類に普通な特徴がみられることは興味ある事

実であろう。尚図解には fertilecell-rowばかりでなくそれをはずれた部分

にも示されている。

ここで著者等が新しい発見として記していることとして，Conchocelisの

fertile cell-rowの1つの細胞が成熟時に横，縦又は斜に分裂して 2個の胞子

を生ずるということがある。これまでこの様な事が記載された事はなく，事
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実とすればこれも亦注目すべき事柄であろう.

111.紫薬的有性生殖

(槌物学報， 4 (2): 153-166， Pl. 1 -IIL (1955)) 

1. アサクサノリ Porpkyrat6nera KrELLM.の遺呆器は，成熟すると精子が
附着する糸状突起を片側叉は両側に闘す。受精後，その突起は有効な受精のための一

時的な務官である ζ とを示して渇果器自体の中に引込み，実際に自身の被を持ち受精

後枯死する 1個の細胞であるdtiE紅言葉類の民の受精糸に同定さるべきものではない。

民正紅濃の誕の受精糸はこの様な構透から遜化したものであるうから，この様な構造

を“prototrichogyne"(訳龍一中国語では原始発椅糸)と呼べるだろう。

オユアマノリ Porpkyrαdonta.tαKrELLM.とマルパアマノリ P.8 uborbiculata 

KrELLM.では prototrichogyneは発見されない.それでも遺果骨量の原形質は9卜部へ

突出しようとする傾向を持っているが，勝賞践の厚さと竪さのために，そうすること

を妨げられている様である.詰果として prototrichogyneを作る傾向は， すべての

Porphyraに存在するが，際貿膿の厚吉と竪さの遣いによって殆ど認められないもの

からよ〈伸びたものまで突出の種4な程度があると考えられる。

2. Porpkyra t6畑 raKJELL肱の稽子は prototrichogyr胞に附着後，細い細

胞質糸を含んだ非常に繊細な突起を出し，その突起は際貿膜を過して穿入し，精子の

内容はその中を遜って織の原形.${に入る.これはチシマクロノリ P.umbilical'必ι.)
KUTZ.において，しばしば記載されているものと同じである。 PO叩kyradonta.ta 
KJELLM.においても同様な靖子の突起が観察される。そこでこの現象はい〈つかの

積に独蜂なものでなし Porpkyraのすぺての種に一般的なものと思われる。国枝は

精子が prototrichogyneに金〈傘込まれてしまうという全然違った受精の方法を記

載している。我キは P.t6nera KrELL'はにおいて同様に見える現象を見たが，注意

深い観察と実験の後に巻込まれた精子と思われるものは実際には伸びたprototricho・
gyr胞の先端であ孔色キな操作でな〈なると結論する。

3. 我キは遺果骨量の中で雄犠両核の実際の融合は見ていないが，雌の原形質の中

に精子核があるのを多数例，叉少数例では犠核が卵銭と殆ど接触しているのを見てい

る。港果瀞の最初の細胞分裂前期に5対の染色糸(その内2本は長<3本は短い)が

対合しているのが観策された(訳註ー附図参照)。締母細胞の最後の細胞分裂前期に5

本の染色体が見られるから.m呆器の中で維機核の融合が起ると結論される。
4. ~'構造果器の最初の細胞分裂甜期}こ対合した 5対の染色糸を観察し，叉同時

に港果器の第2. 第8細胞分裂の前期に5本の染色体を見たので，我4は遺果務の最

初の分裂が減数分裂であ!J.こうして作られた果胞子は単欄であるとU寸結論に至る.

最近DREWはPorpkyraのf好調果胞子は実際に有性生植の結果111来たものかどうか

という疑問を出し，しばら〈の1m.呆胞子という術2奮をさけた方がよいと言っている。
君主キの研究からこれらの胞子は Nemαlionのものと同様に単欄であるけれども実際

κ呆胞子であることにもはや疑いはない。
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(訳註ーここで用いられた細胞学的研究の方法については本文に衣の様に記され

ている。

『受精通科!中有関細胞核的動態与変化的観祭需要預先勝蕊体切片，染色.但紫楽

的細胞核比中掛川、.而且色素体彼犬，経過染色後核常事通・色素f本遮在，有時核与色

素体混抱一起，要将乞門分別出来非常困難，英霊不可能. 因比;我例試験了許

多種染色方法起初応用切片技術上Jirr常期的鉄線蘇木精，蕃紅等方法，但結果都不
能令人情意.最後応用字霞根核反応法オ得到良好的結果』

この様にFeulgen反応が用いられているが，固定波その他については記載が
ない.)

i. 用語について

アサクナノリの carpogoniumが成熟すると突起を一方又は両側に出す

ことはよく知られているが，この突起は「受精毛J(国枝， 1939， etc.)と呼ば

れたり， r受精毛欣突起」と呼ばれたりして来た。著者等はこれに“prototri-
chogyne"という名称を与えている。この言葉も conchosporeと同様，採用

すべきかどうかには議論があると忠われるが，便利な言葉ではある。

ii.受精

これまで P.umbilicalisにおいて spermatiumが carpogoniumに附

着後，細い管を出してその中を，雄精核が通過することが報告されている

lGRUBB， 1924， etc.).国校はこれを異常であるとし， spermatiumが carpo・

goniumに“engulf"されてしまうとしている。著者等は P.teneraについ

て観察して P.umbilicalisの場合と同様な結果を得ている点が注目されよ

う。

iii. 減数分裂

アサクサノリの核分裂については先ず石川 (1921)がn=3で，受精直後

に減数分裂様の核分裂をすると述べている。しかし最近 MAGNE(1952)は

P. linearisで受精直後には meiosisは起らず， carposporeは 2n=8であ

るとし，藤山 (1955)も同様な観察 (P.teneraでn=4)をしている。著者等

はこれらと違って P.teneraでn= 5， meiosisは受精直後に起るとして受精

後第一分裂前期の図も与えている。この様に藤山の結果とは染色体数も違っ

ており， meiosisの時期も違うようである。 しかし著者等の材料は岩の上に

も生ずることを記しているので，はたして日本の P.teneraと著者等のもの

と同一物であるかどうかという点に疑問の余地を残している。この様に全く

呉った結論がH¥ているのであるから再検討を試みることが必要となって来る。
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おわPにこの文を草するに当って多〈の有益な御助言を賜!J，校閣の労をとられ

た九州大学農学部瀬川博士に深謝の意を表する。

附記: この抄録の原稿を奮いた後に.雪，張両氏が第一報で報告した生活史を訂

正している1)ことを知った。それによると

1) Conchoceli8は水温15-20'0においてのみ殻抱予を放出するのであ!J，初夏

型を除いて他の型の変ノリは 20'0以上で生ずるから，それらが妓抱子から生ずるこ

とはない。

2) 各種の]f[ノPの区別は絶対的なものではなしそれらが一定温度範囲内での

み生ずると考えるのは機械的である。

3) 夏型のJf[ノリが温度が下ると普遁の業体に転化するというのは実験室内で得

られた事実で，野外では変型の夏ノリは~月にのみ生ずるものであるからこれから

直接普通の業体に変化するのは事実上不可能である。

という根拠から訂正を行い，もとの図解よ Dも分pやすい図を示しているので，

ζ こにその図を掲げるく本文22頁・第一報繍図1.)。
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